
第
二
十
一
回
『
全
國
山
名
氏
一
族
会
総
会
』
ご
案
内

山
名
会
会
員
及
び
御
理
解
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
段
、
大
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

会
も
皆
様
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、
再
興
３
年
目
を
向
か
え
会
員
諸
氏
の
顔
ぶ
れ
も
新
旧
あ
わ
せ
て
大
分
と
賑
や
か
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
迎
え
ま
し

て

回
目
の
総
会
と
な
る
今
回
は
主
題
を
『
山
名
氏
の
源
流
を
訪
ね
る
』
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

21ご
存
知
の
如
く
山
名
氏
の
源
流
を
遡
れ
ば
新
田
氏
と
な
り
、
更
に
遡
れ
ば
河
内
源
氏･

清
和
源
氏
へ
と
到
り
ま
す
。
山
名
氏
も
ま
た
、
数
あ
る
清
和
源
氏
諸

家
の
一
つ
。
今
次
総
会
で
は
、
山
名
氏
の
源
泉
で
あ
る
清
和
源
氏
の
足
跡
を
な
ぞ
り
つ
つ
も
今
あ
る
山
名
氏
へ
と
到
っ
た
道
筋
を
再
確
認
し
、
皆
様
の
山
名
氏

理
解
・
山
名
氏
研
究
の
参
考
に
な
れ
ば
と
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
先
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
太
子
温
泉
（
大
阪
府
太
子
町
）
周
辺
は
「
聖
徳
太
子
の
郷
」
と
言
わ
れ
、
聖
徳
太
子
御
廟
の
参
拝
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
最
晩
秋
の
師
走
も
近
い
日
程
と
な
り
ま
す
が
、
忘
年
会
を
兼
ね
て
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１
、

期

日

平
成

年

月

日
（
土
）
～

日
（
日
）

26

11

29

30

２
、

主

題

『
山
名
氏
の
源
流
を
訪
ね
る
』

―
六
孫
王
・
清
和
源
氏
・
河
内
源
氏
、
源
氏
三
社
を
巡
る
―

３
、

歴
史
講
演

『
近
世
京
都
の
地
図
に
み
る
歴
史
の
流
れ
』

―
山
名
会
会
長

山
名
年
浩
氏
―

４
、

会

場

第
１
日

京
都
市
・
六
孫
王
神
社
及
び
、
周
辺
会
場
。
（
自
家
用
車
駐
車
場
有
り
）

第
２
日

羽
曳
野
市
・
壺
井
八
幡
宮
、
源
氏
三
代
（
頼
信
・
頼
義
・
義
家
）
廟
参
拝
、
川
西
市
・
多
田
神
社
等

５
、

参
加
者

山
名
会
会
員
及
び
そ
の
御
家
族
御
縁
者
、
山
名
会
の
活
動
に
賛
同
頂
け
る
方
。

６
、

宿

舎

聖
徳
太
子
め
ぐ
み
の
湯
「
太
子
温
泉
」

大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
山
田
１
１
３
１

☎
０
７
２
１
―
９
８
―
４
１
２
６

７
、

参
拝
先

六
孫
王
神
社
（
清
和
源
氏
の
祖
・
源
経
基
王
御
祭
祀
）
、
多
田
神
社
（
川
西
市
・
多
田
源
氏
の
祖
・
源
満
仲
公
祭
祀
）
、
壺
井
八
幡
宮

（
羽
曳
野
市
・
河
内
源
氏
の
祖
・
頼
信
公
祭
祀
）
、
聖
徳
太
子
御
廟
（
叡
福
寺
）
等
を
予
定
。

８
、

日

程

第
１
日
目
（

月

日
・
土
）

第
２
日
目
（

月

日
・
日
）

11

29

11

30

時

間

予

定

時

間

予

定

・

総
会
受
付
（
六
孫
王
神
社
会
館
・
Ｐ
有
り
）

８
・

聖
徳
太
子
御
廟
参
拝
・
見
学

12

30

10

・

年
次
総
会
開
催

９
・

壺
井
八
幡
宮
参
拝
・
源
氏
三
代
（
頼
信
・
頼
義
・
義
家
）
廟
参
拝

13

00

30

・

歴
史
講
演

―
講
師
・
山
名
年
浩
会
長
―

大
阪
市
内
一
カ
所
見
学

14

00

『
近
世
京
都
の
地
図
に
み
る
歴
史
の
流
れ
』

・

が
ん
こ
宝
塚
苑
（
昼
食
）

12

30

・

六
孫
王
神
社
参
拝
・
記
念
撮
影

・

川
西
市
・
多
田
神
社
参
拝

15

30

14

20

・

太
子
温
泉
へ
貸
切
バ
ス
で
移
動
。

・

新
大
阪
駅
着
。

利
用
者
解
散
。

16

30

16

00

JR

JR

（
自
家
用
車
は
翌
日
ま
で
駐
車
場
に
駐
車
）

・

京
都
帰
着
。
自
家
用
車
利
用
者
解
散
。

16

30

・

懇
親
会
開
宴

（
現
時
点
で
の
予
定
）

18

30

９
、

参
加
費

１
名
（
全
行
程
参
加
の
場
合
）
：
３
０
、
０
０
０
円

（
宿
泊
宴
会
・
交
通
参
拝
費
等
）
。

、

申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
部
分
参
加
可
）
申
込
者
に
は
後
日
詳
細
案
内
と
振
替
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

10
、

締

切

準
備
の
都
合
上
、

月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11

10

、

問
合
せ

全
國
山
名
氏
一
族
会

事
務
局

〒

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５

☎
０
７
９
６
―
９
８
―
１
１
５
１

12

667―
1311

※

ご
家
族
・
ご
縁
者
ご
同
伴
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
未
会
員
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
、
総
会
参
加
を
期
に
入
会
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

※

期
間
中
は
原
則
貸
切
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
（
出
来
る
だ
け
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。
）

※

京
都
ま
で
自
動
車
で
お
越
し
の
方
は
、
事
務
局
が
準
備
す
る
駐
車
場
に
駐
車
下
さ
い
。

※

宿
舎
の
客
室
数
が
十
分
で
な
い
為
、
「
客
室
の
個
室
使
用
が
難
し
い
」
状
態
で
す
。
ご
理
解
下
さ
い
。

※

集
合
場
所
・
移
動
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
者
各
位
に
後
日
ご
連
絡
申
し
あ
げ
ま
す
。

※

旅
行
社
へ
の
事
前
支
払
い
、
総
会
当
日
の
現
金
会
計
簡
素
化
の
為
、
参
加
費
の
事
前
納
入
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
七
月
吉
日

全
國
山
名
氏
一
族
会

会

長

山
名
年
浩

同

副
会
長

宮
田
靖
國

同

理
事
長

山
名
義
範

同

理
事
一
同

同

事
務
局

吉
川
廣
隆

ご
理
解
者
各
位

全
國
山
名
氏
一
族
会
会
員
様


